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富山県における温量指数と森林の分布

Distributionofforestsandwarmthindex

inToyamaprefecture

石 田 仁 ＊

IsHIDA,Megumi．

InToyamaprefecture，therelationshipsbetweenthedistributionsoftheforestsand

warmthindex（warmthindex;ＷＩ,coldnessindex;ＣＩ）werestudiedusedbythevegetation

mapsandthemeteorologicalmeshdatafiles・Evergreenbroadleavedforestzone(theregion

ofCI>-10,1466kｍ2,35％oftheareaofToyamapref.),warm-temperatedeciduousforestzone

(theregionofWl85〈ａｎｄＣＩ<-10,514kｍ2,12％),temperatedeciduousforestzone(theregion

fromWI85to45,1670kｍ2,39％),(subalpine)evergreenconiferousforestzone(theregionfrom

WIl5to45,604kｍ2,14％)andalpinezone(theregionofWI<15,4kｍ2,lessthan１％)existed，In

theorderoftheseforestzones,theratiooftheareaofthenaturalforestincludingthescrubin

eachforestzonewasl3％,４７％,７６％,８０％ａｎｄ５０％．Ｉｎｅvergreenbroadleavedforestzone，

theevergreenbroadleavedforestoccupiedreallyonlylessthan１％，althoughOakforest

(Ｑ"e〃妬ｓｅ””community）occupied90％、Inthenaturalforestofevergreenconiferous

forestzone,theevergreenconiferousforest(Ａ蛇ｓ””es〃community)occupiedonly22％,ｏｎ

ｔｈｅｔｈｅｒｈａｎｄｂｅｅｃｈ(RZgz⑬ｃ”"α〃)ａｎｄｂｉｒｃｈ(＆〃Azeか””)forestoccupied52％、Itwas

recognizedthattheevergreenbroadleavedforestandtheevergreenconiferousforestdidnot

developedsowellascomparedwithwarm-temperateandthetemperatedeciduousforest，

Especiallybeechforestspreadedthｅｒangeofthedistributioninwarmtemperateforestzone

and(subalpine)evergreenconiferousforestzone

富山県で，森林の分布と温量指数(暖かさの指数；ＷＩ，寒さの指数；ＣＩ）の関係について，現存

植生図と気候値メッシュファイル（気温ファイル）を用いて検討した。照葉樹林帯（C1-10以上の

地域，面積1466kｍ２，県面積の35％)，暖帯落葉樹林帯(Ｗ185以上C1-10以下の地域，514kｍ２，１２

％)，温帯落葉樹林帯(WI45から85の地域，1670kｍ２，３９％)，常緑針葉樹林帯(WI15から45の地域，

604kｍ２，１４％)，高山帯（Ｗ115以下の地域，４ｋｍ２，１％以下）が存在していた。各森林帯におけ

る天然林の面積割合は，照葉樹林帯で１３％，暖帯落葉樹林帯で47％，温帯落葉樹林帯で76％，常緑

針葉樹林帯で80％であった。照葉樹林帯の天然林のうち，照葉樹林は1％以下で，コナラ群落が90％

を占めていた。常緑針葉樹林帯の天然林のうち，常緑針葉樹林は22％にすぎず，ブナ，ダケカンバ

に特徴付けられる森林植生がが52％を占めていた。照葉樹林と（亜高山）常緑針葉樹林の発達が悪

く，暖帯落葉樹林，温帯落葉樹林の発達は良か

1991年６月19日受理った。特に，ブナの森林植生は暖帯，常緑針葉
＊林業試験場 樹林帯にまで分布を拡大していた。
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1.はじめに

白山県では，ヤプツバキクラス，プナクラス，亜

高山帯，高山帯の各森林植生帯が，それぞれ標高 1

-400m， 600-1600m， 1800-2400m， 2400-3000m 

の範囲に明瞭に垂直分布をしている 1)0 

この標高に対応した分布は，標高自体が制限因子

となっているのではなく，楳高と密接な関連を持つ

気候因子等によって規定されていると思われる。森

林の分布を説明する環境因子として，降水量が十分

であるわが国においては，温度要因が重要視されて

いる。その中でも温量指数M 】は，森林の分布をよく

説明する環境因子として知られている。

この報告では，富山県における森林の分布の特色

を明らかにすることを目的として，現存植生図3)と気

候値メッシュファイル州を用い，温量指数と各森林

タイプの分布の関係について検討した。なお，この

報告内では，温量指数にもとづいて分類された森林

帯6)に対して「森林帯」という用語を使用する。

2.方法

現存植生図3】の槌生タイプを組合せて再構成し，各

植生地域の分布について検討するという手法は前報1)

と変わらない。また r植生タイプ分類J，r面積の推

定方法J，r推定精度の検討J についても前報に詳し

いので省略する。

(図ー 1の点 7)における，植生タイプ，標高，暖か

さの指数，寒さの指数，年最大積雪深の資料を整備

した。植生タイプの資料は富山県の現存植生図汽標

高の資料は国土数値情報のKS-124-1ファイル7)に

基づくもので前報の資料と同じである。 j昆量指数，

年最大積雪深の資料は次のようにして得た。

温量指数

日差かさの指数，寒さの指数町立，気候値メッシュフ

ァイルの月別最高最低平均気温"を用い，以下の順で

算出した。

1) 月別最低最高平均気温から，月別平均気温への

補正2)。

tl :月別最高最低平均気温(日最高，最低気温の平

均値に基づく月別平均気温)

T，:月別平均気温

(連続観測に基づく月別平均気温)

I =1-12 

T1=tl-0.72 

2) 標高補正(気候値メッシュファイルは 3次メ

ッシュ内合計16点(点 1-16)の平均標高を対

象として算出された値であるため点 7の値に補

正する(図ー1))。

3次メッシュ資料 .6.h :標高差(点 7の標高一平均標高)

富山県を，国土数値情報7)の規格メッシュである 3 α:補正係数(ー0.006.C/m)

次メッシュ(緯度30秒，経度45秒の等緯度経度メッ

シュ)に分割し，各 3次メッシュの対角線の交点 T1=T，+αムh

2 3 4 

5 6 7 8 

9 10 11 12 

13 14 15 16 

図ー 3次メッシュ内の16点。太い線が3次

メッシュの外枠を示す。

3) 月別平均気温からの温量指数の算出。

T1 () 5) : 5.C以下のとき 5

T1 (( 5) : 5.C以上のとき 5

WI:暖かきの指数

CI :寒さの指数

WI=ヱ(T1 (> 5) -5) 

CI=ヱ(T1 (< 5)一5)

観測値に対する推定値の推定誤差は.:t2.0程度で
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なお。/'-140引の3次ノ yンユ 中火山が解脱水域(湖

水而ーMIII，ため池等)にあり . ~~':j fli[がなかっ た。

そのため弘泣指数は鉱山でさす.資料かり除外Lた。

全数資料 (4117克)の凋完結*と比較すると若干の

数似の〈い迎いが生じた (図-4と褒-4など). 

年最大積雪深

気候Ilf(メyンユブァイJレ川を削jEせずに!日いた。t;;'f

日 1 500m以 七てヘ撚t~1J'?':jくなるにしたがい.過小に

推定される傾向がある (標日21150111の宅常で災訓'1IIiの

80-60%位!且)九 1500m以下の地域における也Im'Jllf(

に対する推定似の推定Zhtは:!:::22cm.f，¥I!rて'ある。
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3 結果

3.1 森林帯の分布

3 

1l)!!¥%樹林郁 (梨さ向指数 (C1)ー 10以」のj也成)

Iよ1466kmz(VMfIi偵の35%)、2)i品情活葉樹林':W(B~ 

かさの指数 (¥V1)45-85)は1669km'(39%). 3) ';白

紙針東砧付4有T(WI15-45)は604km'(14%)， 4) ，':j 
IIJ ~W (W115以下)は41<1112(J%以下)であ った(図-

2 )。 また，股引lに析すが冬的地:さが厳しく mt必MHt

カr~j主しないとされている . 5 ) 1I~{iI 泊~~樹村、制 (W 1 85

以 L C1-10以 nは，514km' (]2%)を!Iiめてい

た(図-2)。コどきの指数がー 10以上，日まかさの指数

が85以下という地域は1f:(toせず上記 5地.1Wによ って

i;i山Mの全地域がj也'llY区分された。

~~':jt j品i止指数のUlJには Jj.; 'i ;~' に明瞭なl則係が認め

られた (図-3)。ニ的関係を bとにして各議村、.m:の

Is山分布を推測すると 袈ー 1のよフ になる

B~革主題t主的主袈陥1此 1M純である 主主ユー17 '1， 

ンデ矧.アカ7 ツ等町hHH¥円分布肉眼かさの指数町

F限は55位l主である61
0
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生中町1'HI<M!U，人工林および的町J・，fIJ川域(人工

林を除いた利j日成と，活助成)の合計は3924.7k1112て'

褒ー1 県日と温むi指数町関係から推測される各議林帯

の分布
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WI85以上司CI-IO以下町地域に限定することにする.
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町ii!iリである.

3.2 書森林帯の利用形態
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III、ブナクラス域自然植生
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18．ド'7ノキオ1.バャナギ群滞［制
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21．フゾアザミヤマ,ｋクルブクロ群雌
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I・亜寒・癌山淵自然植生
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1８ ．７673.1４７５．９

県面積の92％に達した(図－４)。自然林と二次林を

あわせた天然林(2171.8kｍ2；ただし表－４における

集計値は2142.7kｍ2)は，代償植生域と自然植生域を

合わせた地域内（表－３のＩからⅧの合計：2427.4

kｍ2)の89％を占めており，土地利用が行われていな

い地域のほとんどが森林であった。代償植生域と自

然植生域で森林でない11％の地域の内訳は，自然植

生域（高山帯，海浜，川辺植物群落の一部）が6％，

代償植生域（伐採後群落，ススキ群落，ササ草原）

が5％であった。

各森林帯における活動・利用域と人工林の合計面

積割合は，照葉樹林帯で82％，暖帯落葉樹林帯で４６

％，温帯落葉樹林帯で32％，常緑針葉樹林帯と高山

帯で０％であった(表－４)。また，各森林帯におけ

る天然林の面積割合は，照葉樹林帯で13％，暖帯落

葉樹林帯で47％，温帯落葉樹林帯で76％，常緑針葉

表－４各森林帯における自然林，二次林，人工林の分布面穣（耐)。’)植生の番号は表－３と対応している。

二次林

1V・ブナクラス域代償植生
32．プナーミズナラ群落

33．クマシデ群落

36．（シラカンバ群落）

Ⅵ、ヤブツバキクラス域代償植生

43.コナラ群落

45．ヤマツツジーアカマツ群落

二次林合計

植生タイプ 照葉樹林帯暖帯

落葉樹林帯

ＣＩ>ｌＯＣＩ<１０，Ｗ【>8５

温帯

落葉樹林帯

４５<ＷＩ<8５

常緑

針葉樹林帯
１５<ＷＩ<4５

高山帯

ＷＩ<1５ 計

４．１

自然林

１１)．亜寒・高山帯自然植生

１１)．コケモモーハイマツ群集
Ⅱ、亜寒帯・亜高山帯自然植生
８．オオシラビソ群典

９．（コメツガ群落）

１０．（カラマツ群落）

11．ミドリユキザサーダケカンバ群団

１２．（キャラボク群団）

14．ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

11．ブナクラス域自然植生

１５．ヒメアオキーブナ(群集)群団

１６．マルバマンサクープナ群集

'7．ジュウモンジシダーサワグルミ群集

18．ドロノキーオオバヤナギ群落

19．ヤマハンノキ群落

20．ヒメヤシャプシータニウツギ群落

23．ケヤキ群落

24．スギーブナ群落

25．サイゴクミツバツツジーツガ群集

26．アカミノイヌツケークロベ群集

27．（ハルニレ群巣）

28．（ハンノキーヤチダモ群集）

30．イヌシデーアカシデ群落

Ｖ・ヤブツバキクラス域自然植生

37．ヒメアオキーウラジロガシ群集

38．（ケヤキ群落）

39．（ヤプコウジースダジイ群落）

40．（イノデータプ群巣）

41．（マサキートベラ群典）
42．川辺ヤナギ低木群落

自然林合計

４ ５ ． ６ 1 . 0

1.0107.7１０８．７

4６．６

1６．５198.6

４．１

1.0２１６．２

４．１

99.4

366.0

５．２

４２．４

104.6

４１０．５

９．３

３．１

１．０

１８５．１

１４．５

２．１

６．２

５２．８

１
３
０
０
８
３
１
１
６

●
●
●
●
③
③
白
白
●

２
９
１
１
６
９
２
３
９

４

１

１

2.1

４．１ 3４．１

５．２

3.1

33.1

1.0

1.0

１．０ １
１

２
２１．０

7.2 1.0 １．０ ９．３

2.1［2142.7］

2.1［1178.18.3

4.1１４２１６．３

2.1

87.7

26.9

１．０

425.3

３．１

２．１

４９６．６

１７．６

456.4

４．１

163.1

10.3

176.7

１６．６

132.3

５．２

472.1

３２．０

275.5

１７．６

[964.6173.4２２０．２563.8 ７．２

1452.0508.71653.4５９８．０

その他合計

総計

天然林合計

人エ林

Ⅷ、植林地

50．クロマツ植林

51．スギ(ヒノキ)植林

52．カラマツ植林

1 8 1 . 7 2 3 8 .91236.9483.1

[516.3

133.4

73.2３５．１１００．６１１４．９ 2.1［325.9］

1107.3101.3２２．８

89.8133.4293.1人工林合計

活動・利用域合計 [1231.4］
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樹林帯で80%，高山帯では，低水林を森林と見なせ

ば50%であった(ただし 4調査点のみ)。

3.3 香森林帯の森林植生タイプ

表-4に，各森林帯に分布していた植生タイプの

個々の面積を示した。各森林帯における主要な植生

タイプは次のようであった。

照葉樹林帯

照葉樹林帯(CI-10以上)の天然林182km2のうち，

照葉樹林であるヒメアオキーウラジロガシ群集の面

積が 1km2
( 1 %以下)，コナラ群落が163km2(90%)， 

ヤマツツジーアカマツ群落がlOkm2
(6 %)を占めてい

た。

暖帯落葉樹林帯

暁帯落葉樹林帯 (WI85以上， CI-I0以下)の天然

林239km2のうち，ヒメアオキーウラジロガシ群集の

面積が 1km2
( 1 %以下)，コナラ群落が177km2(74

%)，ヤマツツジーアカマ‘ソ株:議が17km2
(7 %)，プ

ナの植生(マルパマンサクープナ群集とプナーミズ

ナラ群集)が29km2(12%)を占めていた。

温帯落葉樹林帯

温帯落葉樹本帯 (WI45-85)の天然林1237km2の

200-1 標高(m)
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而

積
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km2 

7 

うち，コナラ群落が132km2
(1l%)， 7"ナの杭生(マ

ルパマンサクープナ群集，ヒメアオキープナ群集，

スギープナ群落，ブナーミズナラ群集)が893km2(72

%)を占めていた。

常緑針葉樹林帯

常緑針葉樹林帯 (WI15-45)の天然林483km2のう

ち，コケモモーハイマ‘ソ群集が46km2(10%)，オオシ

ラピソ群集が22%， ミドリユキザサーダケカンパ群

団が199km2(41 %).プナの植生(ヒメアオキープナ

群集，マルパマンサクープナ群集，プナミズナラ群

落)が52km2(Il%)を占めていた。

高山帯

高山惜 (W115以下)の 4調査地点のうち 2地点

が天然林であった。 1地点はコケモモーハイマツ群

集地点はミドリユキザサーダケカンパ静岡であ

った。

4.考察

低い標高に分布する森林帯ほど，活動・利用域と

人工林の合計面積割合は大きし反面，常緑針葉樹

林帯以下では天然林の面積割合は小さかった(表一

B~かさの指数(month..C)

オオシラビソ

群m

| ミド jユキザサ
ーダケカン~{

』色群[~ij

| ヒメヤシヤプシ
ータニウツギ

ー・・ーー圃 E宇部

ブナの航生

コナラ群落

200イ
300-1 .̂  ̂1 

1 100-1 

O~i"'''''''''''''''''''~I''"''!II''''''''I''' o 2000 0 400 15 45 85 

図 -5 ~民休航生の分布域の掠向. i品1，(指数および

年故大蛇雪深

その他の
森林組生



８

４)｡富山県の標高200ｍ以下の平野部は約８割が土地

利用され，富山県の活動域の98％が集中している！)。

そして，各標高帯の代償植生の占有面櫛割合は，標

高の増加とともに減少する。このようなことから，

より低い標高帯に分布する森林帯ほど代償植生の占

有面種割合が大きくなると考えられる｡特に標高200

ｍ以下の地域に相当する照葉樹林帯では(表－１），

著しく土地利用が進み，天然林の面横割合が13％と

小さいものと思われる。

富山県の天然林(2143kｍ2)の主な森林植生は,ブナ

の植生（マルバマンサクアオキーブナ群集とヒメア

オキーブナ群集とスギーブナ群落とブナーミズナラ

群集)，コナラ群落，ミドリユキザサーダケカンバ群

団，ヒメヤシャブシータニウツギ群落，オオシラビ

ソ群集で,それぞれ天然林の974kｍ2(45％),472kｍ２

(22％)，216kｍ2(10％)，185kｍ2(９％)，lO9km2(５

％)で，合計1956kｍ2(91％)を占めていた(表－４)。

コナラ群落は主に標高600ｍまでｳ温量指数70～105,

年最大積雪深0.5～2ｍ程度の地域に分布し(図－５)，

照葉樹林帯，暖帯落葉樹林帯，温帯落葉樹林帯内の

天然林において，それぞれ90％，７４％，１１％を占め

ていた。照葉樹林帯内の天然林における照葉樹林の

割合は1％以下ときわめて低く(表－４)，暖帯(Ｗ185

以上）では，暖帯落葉樹林のコナラ群落等がよく発
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達しているといえる。

ブナの植生は主に標高200～1800ｍ，温量指数

35～90,年最大積雪深1～4ｍ程度の地域に分布し

(図－５)，暖帯落葉樹林帯，温帯落葉樹林帯，常緑

針葉樹林帯内の天然林において，それぞれ12％，７２

％，１１％を占めていた。

オオシラビソ群集は常緑針葉樹林の森林植生とし

て唯一計量されたタイプで(表－３，４)，主に標高

1800～2400ｍ,温量指数20～40,年般大積雪深３～５

m程度の地域に分布していた(図－５)。常緑針葉樹

林帯とされた地域内の天然林においても，オオシラ

ビソ群集の面積割合は22％にすぎず，５２％は温帯性

の落葉広葉樹であるブナの植生とミドリユキザサー

ダケカンバ群団に，１０％は低木性のコケモモーハイ

マツ群集によって占められていた(図－５)。富山県

では，亜高山帯常緑針葉樹林の発達はあまり良くな

いと考えられる。

これまでに，太平洋側と比較した日本海側の森林

の特色として，照葉樹林の発達が悪いこと8)，ブナ林

が暖帯8)から，（亜高山）常緑針葉樹林帯にまで分布

すること5),亜高山帯常緑針葉樹林の発達が悪いこと'o）

がすでに指摘されてきており，今回の調査結果はこ

れらの指摘とよく一致した。
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